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編 集 者 よ り

「にぎわい通信」第 101 号より、全国のにぎわいネットワ

クの会員が共通で抱えている「漂着ゴミ問題」について特

しています。 

本号では、北海道の奥尻町にスポットを当て、地元の高校

工夫を凝らして行っている清掃活動の取り組みについてご紹介いたします。 

奥尻町 

 

 

 

奥尻高校では、「郷土の自然の豊かさを味合う」こ

、「心身の鍛錬とともに、最後まで物事をやり抜く

を育てる」こと、「仲間との共同意識を養うととも

、達成感を味わわせる」こと、「清掃活動を通して、

まれ育った奥尻島を大切にする心を育む」ことを

的として、“強歩遠足”を実施しています。 

この強歩遠足は、毎年異なるコースを設定し、卒

までに島の主要箇所を歩くよう奥尻高校では計画

ています。 

平成 17 年度は、島の最北端の「賽
さい

の河原」コース

選定し、奥尻島の海岸に落ちているゴミの清掃活

を行いながら、強歩遠足が行われました。 

今回の強歩遠足は、平成 18 年 5 月 19 日に実施さ

、奥尻島の西側の幌内地区から同高まで約 18km

全校生徒 75 人全員が歩き抜きました。 

 

会 員 だ よ り

ただ歩くだけじゃない！ 

特集：漂着ゴミ問題 

-チェックポイントではクイズが出題-

神威脇温泉コース 
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-海岸の清掃活動をとおして-奥尻町 郷土の良さを再認識 

徳洋記念碑 

強歩遠足では、各クラス 6 班(1 班 4～5 名)をつくり、各班が“チェックポイント”

通過しなければゴールできません。チェックポイントは第 1から第 3まであり、各チ
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ェックポイントに着くと奥尻にまつわるクイズ

正解すると各班が持ってい

を解く必要があります。 

る台紙にスタン

プ

 

 

スタート地点である幌内地区では、火ばさみ

ゴミ袋を手に、海岸に流れ着いた漂着物を約

しい」と満足げな

様

、地元の海岸環境を直接体感しました

も

を押してもらいます。正解の度合いによりス

タンプの獲得数が変わり、スタンプの獲得数が

多い上位 3班には景品が渡されます。 

 班ごとに得点を競い合うという工夫を凝ら

しながら、生徒達に清掃活動を楽しんで行える

よう、先生達がアイデアを出して企画しました。

  

 

 

 
（実際に

 
奥尻島の海岸を清掃！  

チェックポイントでクイズを解く生徒たち 

Q1：奥尻島の周囲は何 km ですか？ 

出題されたクイズの一例です）

Q2：奥尻町の緯度（北緯 42 度 13 分）に一番近い都市名を下から選んで答えなさい。 

 d)ワシントン    a)バルセロナ  b)ロンドン c)香港

Q3：奥尻町の経度（東経 139 度 31 分）に一番近い都市名を下から選んで答えなさい。

  a)長野市 b)仙台市 c)横浜市  d)名古屋市   

クイズの答え 

‐集めたゴミは2㌧トラック1台分-

 

。また、奥尻島の良さを再認識するとと

感を

海岸に漂着したゴミを清掃する生徒たち 

と

1時間かけて清掃しました。集めたゴミは 2㌧

トラック 1台分にもなり、最後には町の廃棄物

埋立場で処分されました。 

強歩遠足を終えた生徒達は、「清掃活動する

ことで地域の役に立ててうれ

子。 

奥尻高校の生徒達は、海岸に漂着したゴミ拾

いを通じ

に、遠足に参加した仲間同士でゴールの達成

 

 日本海にぎわい・交流海道ネットワーク 事務局 

味わっていました。 
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編集・問い合わせ先 

道開発局 港湾空港部 港湾計画課 調査係 加藤 
Te

a

国土交通省 北海
l  ：011-709-2311（内線 5617） 

Fax  ：011-709-2147 
E-M il：katou-t22am@hkd.mlit.go.jp 


